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１．研究の目的 
本研究は、竜巻やダウンバーストといった突風を伴う激しい局地性嵐（Severe Local Storm，

以下 SLS）の世界有数の発生地域の一つであり（藤田，1973）毎年被害が発生しているバング
ラデシュを対象として、これら突風による被害の軽減に資する発生予測手法の構築とその高度
化を目的とするものである。具体的には、日本の気象庁が提供している全球数値予報モデル
（GSM）の格子点データ（GPV）から EHI（Energy Helicity Index）等の突風の発生可能性
を表す指標を計算し、それらの指数による予測の精度評価とそれに基づく予測手法の開発を行
う。 
 
２．研究の方法 
気象庁が提供している全球スペクトルモデル（Global Spectral Model）による格子点値（GPV, 

Grid Point Value）を使用した。GSM の GPV から突風発生環境を表す指数を計算し、それらの
指数の突風予測における有用性を検証した。本研究では、GSM が提供する世界標準時 0 時の初
期値とその 6時間前の世界標準時 18時における 6 時間後予測値のそれぞれから EHIを計算し、
それぞれの EHI の値を比較することで予測値の精度評価を行った。 
 
３．研究成果 
図 1は世界標準時 0時における GSM の GPV 初期値から計算した EHI（Energy Helicity Index：

突風を伴う発達した積乱雲の発生可能性を診断する指数の一つ。この指か数の値が高いほど突
風を伴う発達した積乱雲が発生しやすい大気状態であることが示される）と、その 6時間前の
世界標準時 18時における 6 時間後予測値から計算した EHIの散布図である。初期値を 0 時にお
ける実際の状況を表すものと考え、それを 6 時間前の 18 時における 6時間後予測値がどの程度
予測できているかを調べたものである。解析対象期間は 2016年 3 月から 5月である。また、突
風が比較的多く発生する東経 90°北緯 23°（首都ダッカ付近）のグリッドにおける比較を行っ
た。図 1を見ると、EHI の値が小さい範囲では比較的精度が良いものの、EHIの値が大きい範囲
においては予測値が過小評価であることがわかる。 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   
【図 1】GSM の初期値（00UTC）と 18UTC における 6 時間後予測値のそれぞれから計算した EHI
の分布（2016年 3月から 5月） 
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今後は、高層気象観測データ等の観測データと GSMの予測値を比較し、過小評価の程度をよ
り精密に定量的に評価し、統計的手法（回帰分析等）によって GSM の予測値を補正する手法を
構築することで、GSM予測値を用いた高精度な突風予測手法を開発したい。 
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6．要約(Abstract) 
 
研究課題名：バングラデシュにおける全球格子点データを利用した竜巻等突風予測手法構築に
関する研究 
研究代表者名 (所属)：山根 悠介（常葉大学教育学部） 
要約(700 文字以内)・図 
本研究は、竜巻やダウンバーストといった突風を伴う激しい局地性嵐 

（Severe Local Storm，以下 SLS）の世界有数の発生地域の一つであり 

毎年被害が発生しているバングラデシュを対象として、これら突風に 

よる被害の軽減に資する発生予測手法の構築とその高度化を目的とする 

ものである。具体的には、日本の気象庁が提供している全球数値予報 

モデル（GSM）の格子点データ（GPV）から EHI（Energy Helicity Index）

等の突風の発生可能性を表す指標を計算し、それらの指数による予測の精

度評価とそれに基づく予測手法の開発を行う。気象庁が提供している GSM

による格子点値（GPV）から突風発生環境を表す指数を計算し、それらの

指数の突風予測における有用性を検証した。本研究では、GSM が提供する

世界標準時 0 時の初期値とその 6 時間前の世界標準時 18 時における 6 時

間後予測値のそれぞれから EHIを計算し、それぞれの EHIの値を比較する

ことで予測値の精度評価を行った。右図は世界標準時 0時における GSM 

の初期値から計算した EHIと、その 6時間前の世界標準時 18時における 

6時間後予測値から計算した EHIの散布図である。初期値を 0時における 

実際の状況を表すものと考え、それを 6時間前の 18時における 6時間後 

予測値がどの程度予測できているかを調べたものである。EHIの値が小さい 

範囲では比較的精度が良いものの、EHIの値が大きい範囲においては 

予測値が過小評価であることが示されている。 


